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２０２５年第２５週（６月１６日～６月２２日）

■定点把握感染症報告状況（週報対象）

■全数把握感染症報告状況

■コメント

３ 百日咳
45件の報告があり、今年の累計は420件となりました。（次ページ参照）

４ 手足口病
定点当たり1.14人の報告があり、増加傾向です。口の中の粘膜や手足などに水疱性の発疹がでるウイルス性の

疾患で、乳幼児を中心に、夏季に流行がみられます。感染経路は、飛沫感染、接触感染、糞口感染です。手洗いの
励行、オムツの適切な処理、タオルの共用を避けるなど、感染予防対策を心がけましょう。

１ 伝染性紅斑
定点当たり4.27人の報告があり、増加傾向です。妊婦が感

染すると胎児水腫や流産を引き起こす可能性があるため、
特に注意が必要です。

伝染性紅斑の流行状況

広島市 25年

広島市 20-24年平均

全 国 25年定
点
当
た
り
報
告
数

２ Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎
定点当たり2.73人と、前週より減少しましたが、多い状況で

す。県内では、第24週に北部保健所管内で警報開始基準値
（定点当たり8）以上となったため、6月19日、県内全域に「Ａ群
溶血性レンサ球菌咽頭炎警報」が発令されました。

類型 疾患名 報告数 累計   備考

2 結核 5 60
20歳代・2人、30歳代・推定感染地域：国外・1人、
70歳代・1人、90歳代・1人

4 レジオネラ症 3 18 60歳代・2人、60歳代・市外・1人

5 カルバペネム耐性腸内細菌目細菌感染症 1 7 60歳代

5 侵襲性肺炎球菌感染症 1 21 70歳代

5 梅毒 3 68 20歳代・2人、60歳代・1人

5 百日咳 45 420
10歳未満・12人、10歳代・17人、30歳代・2人、
40歳代・3人、50歳代・6人、60歳代・3人、
70歳代・2人



感染症発生動向調査に基づくARI病原体定点医療機関からの搬入分のみ掲載
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第20週 15 10 1 1 5 4 1

第21週 16 12 3 3 7 1

第22週 11 8 6 3 1

第23週 18 11 3 1 3 7 2

第24週 16 12 1 2 7 3 1

＊同一検体からの複数ウイルス検出例を含む （検査：広島市衛生研究所）
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第21週 2,419 10 15 7 16 82 192 6 7 72 8 - 2 1 5 - - 4 - 6
報 第22週 2,432 8 25 2 19 91 162 6 9 65 6 2 4 - 17 - - 2 - 1
告 広島市 第23週 2,373 2 13 4 11 88 153 3 4 84 6 4 1 - 18 - - 6 - 1
数 第24週 2,086 17 21 3 24 97 136 7 11 61 3 5 5 - 12 - - 7 - -

第25週 1,867 15 21 - 15 60 170 10 25 94 9 14 2 - 15 - - 10 - -
第21週 71.15  0.29  0.44  0.32  0.73  3.73  8.73  0.27  0.32  3.27  0.36  - 0.09  0.13  0.63  - - 0.67  - 1.00  

定 第22週 71.53  0.24  0.74  0.09  0.86  4.14  7.36  0.27  0.41  2.95  0.27  0.09  0.18  - 2.13  - - 0.33  - 0.17  
点 広島市 第23週 67.80  0.06  0.37  0.18  0.50  4.00  6.95  0.14  0.18  3.82  0.27  0.18  0.05  - 2.25  - - 1.00  - 0.17  
当 第24週 59.60  0.49  0.60  0.14  1.09  4.41  6.18  0.32  0.50  2.77  0.14  0.23  0.23  - 1.50  - - 1.17  - -
た 第25週 53.34  0.43  0.60  - 0.68  2.73  7.73  0.45  1.14  4.27  0.41  0.64  0.09  - 1.88  - - 1.67  - -
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第24週 56.07  0.30  0.90  0.22  0.74  3.03  6.25  0.61  0.25  2.03  0.39  0.24  0.11  0.02  0.83  0.02  0.07  0.52  - 0.09  
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■定点把握感染症報告状況（週報対象）の推移

本週報は、速報性を重視していますので、今後調査などの結果に応じて若干の変更が生じる
ことがあります。なお、感染症情報の詳細についてはホームページでご覧いただけます。
https://www.city.hiroshima.lg.jp/living/eisei/1003071/index.html

【問い合わせ先】
広島市感染症情報センター/広島市衛生研究所 〒733-8650 広島市西区商工センター四丁目１番２号

TEL(082)277-6575 FAX(082)277-5666 E-Mail ei-seikatsu@city.hiroshima.lg.jp

２０２５年第２５週（６月１６日～６月２２日）

■病原体検出状況（ＡＲＩサーベイランス）

【参考】国立健康危機管理研究機構（JIHS）ホームページ

百日咳の報告数は、全国では昨年春から増加傾向となり、

今年の春から急増しました。本市でも同様の傾向を示して

おり、1週間当たりの報告数は、新型コロナウイルス感染症

（COVID-19）流行前の2019年を大きく上回っています。

百日咳は、7～10日程度の潜伏期間を経て、かぜ様症状

で始まり、次第に咳の回数が増えて発作性の咳となります。

肺炎や脳症などを合併することもあり、乳児は重症化のリ

スクが高く、特に注意が必要です。予防にはワクチン接種

が有効です。定期接種対象者は早めに接種を受けましょう。

【参考】百日咳の発生動向について
広島市の百日咳の報告数（2019年第1週～2025第25週）

全国の百日咳の報告数（2019年第1週～2025第24週）

百日咳の発生状況について
https://id-
info.jihs.go.jp/diseases/ha/pertussis/020/2504_pertussis_RA.html

IDWR 2025年第22号＜注目すべき感染症＞百日咳
https://id-
info.jihs.go.jp/surveillance/idwr/jp/attention/2025/22/index.html

検索詳しくはホームページで 広島市 病原体


